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平成18年3月1日

■特集／「大仙の冬まつり」

■市政ナビ

■広報見聞録

■おおきなせなかに／お便りコーナー

■介護保険事務所から、国保の窓口

２月10日、刈和野の大綱引き。雄綱と雌綱の出し合いをめぐり、
上町下町の若衆が押し合い、まつりを盛り上げる。

特
集
／
「
大
仙
の
冬
ま
つ
り
」



●
刈
和
野
の
大
綱
引
き

●
川
を
渡
る
ぼ
ん
で
ん

●
払
田
柵
の
冬
ま
つ
り
「
蝦
夷
ほ
た
る
」

●
鳥
子
舞
・
大
曲
の
綱
引
き

●
太
田
の
火
ま
つ
り

●
大
曲
冬
ま
つ
り

●
稲
沢
の
雪
祭
り

大
仙
の 

冬
ま
つ
り

長
く
て
厳
し
い
冬
、
雪
と
の
戦
い
と
は
別
に

す
べ

私
た
ち
は
そ
ん
な
季
節
を
楽
し
む
術
を
知
っ
て
い
る
。

暮
ら
し
に
根
付
い
た
昔
な
が
ら
の
小
正
月
行
事

新
し
く
生
ま
れ
た
元
気
な
冬
ま
つ
り
な
ど

そ
こ
に
は
先
人
か
ら
受
け
継
ぐ
伝
統
と
、た
く
ま
し
い
知
恵
が
あ
る
。

幻
想
的
で
詩
情
豊
か
、
に
ぎ
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
冬
ま
つ
り
。

春
を
待
つ
、
こ
こ
大
仙
に
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
。

２月15日、大曲の綱引きのもちまき。
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刈
和
野
の
大
綱
引
き

（
西
仙
北
地
域
）

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

　
雄
綱
、
雌
綱
と
も
直
径
約
70
セ

ン
チ
、
周
囲
約
２
・
２
メ
ー
ト
ル
、

重
さ
両
綱
と
も
約
10
ト
ン
。
雄
綱

の
長
さ
は
男
性
の
厄
年
を
表
す
42

ひ
ろ尋（
約
64
メ
ー
ト
ル
）、
雌
綱
は
女

性
の
厄
年
の
33
尋
（
約
50
メ
ー
ト

ル
）
と
国
内
最
大
級
の
綱
を
引
き

合
う
「
刈
和
野
の
大
綱
引
き
」。
ま

ち
を
二
分
し
た
真
剣
勝
負
が
２
月

10
日
に
行
わ
れ
た
。

　
昔
は
勝
っ
た
ほ
う
に
、
そ
の
年

の
市
場
を
開
く
権
利
が
与
え
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
市
の
日
を
つ

け
て
、
上
町
を
二
日
町
（
雄
綱
）
、

下
町
を
五
日
町（
雌
綱
）と
呼
ん
で

い
る
。
現
在
で
は
上
町
が
勝
て
ば

米
の
値
が
上
が
り
、
下
町
が
勝
て

ば
豊
作
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
国
内
最
大
級
の
綱
作
り
は
約
１

カ
月
前
か
ら
は
じ
ま
り
、
材
料
と

な
る
稲
ワ
ラ
は
毎
年
新
し
い
７
０

０
０
束
の
稲
ワ
ラ
が
使
わ
れ
る
。

　
約
５
０
０
年
の
伝
統
を
受
け
継

ぎ
、
祭
り
で
は
古
式
ゆ
か
し
い
神

事
が
守
ら
れ
て
い
る
。
両
方
の
大

綱
は
１
週
間
前
に
上
町
下
町
の
境

界
で
あ
る
ド
ッ
プ
と
呼
ば
れ
る
場

所
に
飾
ら
れ
る
。
雄
綱
、
雌
綱
と

も
大
蛇
が
と
ぐ
ろ
を
巻
い
た
よ
う

に
積
み
上
げ
、
綱
の
先
端
は
中
か

ら
出
す
習
わ
し
に
な
っ
て
い
る
。

　
市
神
様
の
祭
事
と
し
て
行
わ

れ
、
当
日
は
浮
島
神
社
か
ら
市
神

ほ
う
た
い

様
を
奉
戴
し
大
綱
に
安
置
。
神
官

が
祈
り
お
は
ら
い
す
る
。

　
両
綱
を
結
び
合
わ
せ
る
「
綱
合

わ
せ
」
と
い
う
作
業
は
綱
引
き
を

た
て
も
と

取
り
仕
切
る
「
建
元
」
と
呼
ば
れ

る
人
の
指
示
で
行
わ
れ
る
。
引
き

合
い
開
始
の
合
図
は
、
最
後
ま
で

結
び
目
に
残
っ
た
建
元
が
綱
か
ら

飛
び
降
り
る
瞬
間
。
建
元
が
サ
ッ

と
手
を
上
げ
、「
ソ
ラ
ー
ッ
」
と
叫

び
飛
び
降
る
と
、
一
斉
に
湧
き
上

が
る
喚
声
と
ジ
ョ
ヤ
ー
サ
ノ
の
掛

け
声
、
左
右
に
振
ら
れ
る
提
灯
の

明
か
り
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
満
身

の
力
で
引
き
合
う
。

　
今
年
は
、
住
民
と
飛
び
入
り
の

観
客
約
５
５
０
０
人
が
二
手
に
分

か
れ
て
20
分
以
上
引
き
合
い
、
上

町
に
軍
配
が
上
が
っ
た
。

き
し

「
ジ
ョ
ヤ
ー
サ
ノ
」
の
掛
け
声
、
20
ト
ン
の
綱
が
軋
む

その昔、市場を開催する権利をかけた大勝負。今でも、上町、下町の意地と誇りをかけて真剣勝負が行われる。

ドップに飾られる雄綱（右）と雌綱。 建元が飛び降りる瞬間。 揺れる提灯にあわせて。
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舟の上から渡舟場を臨む。 社殿に納めようとぼんでんが集まる。

急勾配で雪深い山道。

歳祝いの家ではもちまきが。川を渡るぼんでんは大曲だけ。ぼんでんが川面に映えて美しい。

川
を
渡
る
ぼ
ん
で
ん

（
大
曲
地
域
）

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
雪
山
を
背
景
に
雄
物
川
を
ゆ
っ

た
り
渡
る
ぼ
ん
で
ん
。
数
あ
る
ぼ

ん
で
ん
奉
納
の
中
で
も
、
ぼ
ん
で

ん
を
舟
に
乗
せ
川
を
渡
る
の
は
、

大
曲
地
域
・
花
館
地
区
だ
け
。
川

面
に
映
る
赤
、
青
、
黄
な
ど
色
と

り
ど
り
の
ぼ
ん
で
ん
と
一
面
の
銀

世
界
が
絶
妙
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を

演
出
し
、
詩
情
豊
か
な
光
景
を
作

り
出
す
。

　
江
戸
時
代
後
期
、
当
時
花
館
村

の
名
主
で
あ
っ
た
斎
藤
勘
左
衛
門

に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
と
伝
え
ら

れ
る
「
川
を
渡
る
ぼ
ん
で
ん
」
は
、

五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
行
事
。
昨

年
か
ら
開
催
日
を
２
月
17
日
か
ら

休
日
の
11
日
に
変
更
し
た
。

　
今
年
も
町
内
や
事
業
所
な
ど
か

ら
13
本
の
ぼ
ん
で
ん
が
、
雄
物
川

を
渡
り
標
高
２
１
０
メ
ー
ト
ル
の

伊
豆
山
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
。

え

び

す

　
早
朝
、
ぼ
ん
で
ん
や
恵
比
寿
俵

を
担
い
だ
男
衆
は
、
ほ
ら
貝
の
音

も
高
ら
か
に
ぼ
ん
で
ん
唄
を
歌

い
、
手
板
を
ぶ
つ
け
合
い
気
勢
を

上
げ
な
が
ら
町
内
を
ま
わ
る
。

　
途
中
、
花
館
柳
町
に
あ
る
一
の

鳥
居
前
で
も
み
合
い
、
鳥
居
を
く

と
せ
ん

ぐ
り
雄
物
川
の
渡
舟
場
へ
と
む
か

う
。
渡
舟
は
、
川
面
に
映
る
ぼ
ん

で
ん
を
見
よ
う
と
集
ま
っ
た
た
く

さ
ん
の
観
光
客
や
写
真
家
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
約
50

メ
ー
ト
ル
先
の
対
岸
に
渡
り
、
約

30
分
か
か
っ
て
伊
豆
山
の
ふ
も
と

ま
で
進
む
。
ふ
も
と
の
二
の
鳥
居

を
く
ぐ
る
と
、
ぼ
ん
で
ん
を
担
い

で
雪
深
い
急
斜
面
の
山
道
を
登

る
。
山
登
り
は
約
30
分
続
き
、
伊

豆
山
神
社
へ
と
到
着
す
る
。

　
社
殿
前
で
は
、
ぼ
ん
で
ん
一
本

一
本
が
神
主
か
ら
お
は
ら
い
を
受

け
、
社
殿
へ
と
奉
納
さ
れ
る
が
、

先
に
奉
納
し
た
も
の
と
の
激
し
い

も
み
合
い
が
行
わ
れ
る
。

　
川
を
渡
る
優
雅
な
面
と
、
雪
深

い
急
勾
配
の
山
道
を
登
り
、
激
し

く
も
み
合
う
面
、
川
を
渡
る
ぼ
ん

で
ん
は
優
し
さ
と
厳
し
さ
の
２
つ

の
顔
を
持
つ
。

白
銀
の
世
界
と
川
面
に
映
え
る
五
色
の
ぼ
ん
で
ん
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払
田
柵
の
冬
ま
つ
り

か

い

「
蝦
夷
ほ
た
る
」

（
仙
北
地
域
）

　
午
後
４
時
ご
ろ
、
約
１
５
０
０

個
の
ミ
ニ
か
ま
く
ら
に
火
が
と
も

さ
れ
る
と
、
夕
闇
迫
る
会
場
は
幻

想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

　
２
月
11
日
・
12
日
の
両
日
、
仙

北
地
域
の
冬
の
風
物
詩
で
あ
る

「
払
田
柵
の
冬
ま
つ
り
」
が
、
国
指

定
史
跡
払
田
柵
跡
を
主
会
場
に
行

わ
れ
た
。

　
払
田
柵
跡
南
門
前
に
作
ら
れ
た

ミ
ニ
か
ま
く
ら
「
蝦
夷
ほ
た
る
」

は
、
仙
北
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
グ

ル
ー
プ
「
蝦
夷
ほ
た
る
を
飛
ば
す

会
」（
佐
藤
力
哉
会
長
）が
中
心
と

な
り
活
動
し
、
今
年
で
７
回
目
。

平
安
よ
り
舞
い
お
り
し
、
幾
千
の
蝦
夷
ほ
た
る

現
在
で
は
、
地
域
住
民
を
は
じ
め

市
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
々
が

制
作
に
参
加
し
て
い
る
。

　
蝦
夷
ほ
た
る
と
は
、
こ
の
地
域

で
暮
ら
し
て
い
た
先
人
た
ち
の
魂

と
、
古
代
に
こ
の
地
を
飛
び
交
っ

て
い
た
ほ
た
る
を
ミ
ニ
か
ま
く
ら

に
ロ
ウ
ソ
ク
を
と
も
し
て
表
現
し

た
も
の
。

　
い
に
し
え
の
ロ
マ
ン
と
悠
久
の

営
み
が
感
じ
ら
れ
る
こ
の
場
所

で
、
一
面
に
広
が
る
光
の
群
れ
を

目
に
す
る
と
、
温
も
り
を
覚
え
る

と
同
時
に
雄
大
な
歴
史
の
詩
人
に

な
っ
た
気
分
に
な
る
。

いにしえのロマンを感じる灯火約1,500個の蝦夷ほたるが飛び交ったような美しさ。

時間帯によって、さまざまな表情を見せてくれる。 たくさんの方々が、蝦夷ほたるづくりに参加。（写真上下）

「けっち滑り」する子どもたち。
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鳥
子
舞
・
大
曲
の
綱
引
き

（
大
曲
地
域
）

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
境
内
に
は
、
御
神
木
を
手
に
入

れ
よ
う
と
男
衆
が
集
ま
っ
た
。

　
２
月
15
日
、「
鳥
子
舞
」
が
大
曲

地
域
の
諏
訪
神
社
境
内
で
行
わ
れ
あ
た
ご

た
。
境
内
の
市
神
社（
祭
神
・
愛
宕

だ
い
ご
ん
げ
ん

大
権
現
）の
祭
典
で
、
商
売
繁
盛
、

五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
。

い
ち

　
大
曲
で
毎
月
市
が
立
っ
て
い
た

昔
、
市
場
の
神
様
に
舞
を
奉
納
し

ど
り

た
の
が
始
ま
り
で
、
一
番
鶏
に
あ

や
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
ほ
こ
ら

　
神
事
は
、
愛
宕
大
権
現
の
祠
前

に
造
ら
れ
た
雪
舞
台
で
行
わ
れ
、

神
官
た
ち
が
舞
を
奉
納
し
た
後
、

鶏
を
か
た
ど
っ
た
冠
を
か
ぶ
っ
た

神
官
が
、
そ
の
年
の
縁
起
が
良
い

ご
し
ん
ぼ
く

方
角
に
御
神
木
を
投
げ
入
れ
る
。

　
商
売
繁
盛
に
ご
利
益
が
あ
る
と

さ
れ
る
御
神
木
は
直
径
約
３
セ
ン

チ
、
長
さ
１
・
８
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
杉
を
２
本
束
ね
た
も
の
。
境
内

に
集
ま
っ
た
男
衆
は
、
御
神
木
を

め
ぐ
る
争
奪
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　
そ
の
日
の
夜
、
２
８
０
年
の
歴

史
あ
る
「
大
曲
の
綱
引
き
」
が
行

わ
れ
た
。

　
綱
は
蛇
体
を
表
し
、
長
さ
は
男

性
の
厄
年
42
と
女
性
の
33
を
あ
わ

せ
た
75
尋（
１
３
６
メ
ー
ト
ル
）あ

る
。
午
後
６
時
30
分
、
神
社
か
ら

下
ろ
さ
れ
た
綱
は
42
歳
の
厄
年
の

男
た
ち
が
中
心
と
な
り
市
内
を
練

り
歩
く
。
綱
に
さ
わ
る
と
丈
夫
に

な
る
な
ど
と
伝
え
ら
れ
、
子
ど
も

た
ち
は
綱
に
乗
っ
た
り
、
道
中
、

綱
の
尾
で
頭
を
な
で
て
も
ら
っ
た

り
す
る
。
ま
た
、
綱
の
真
ん
中
に

は
、
長
さ
３
メ
ー
ト
ル
の
ザ
イ
フ

リ
棒
が
取
り
付
け
ら
れ
、
途
中
、

ザ
イ
フ
リ
棒
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い

も
み
合
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

ザ
イ
フ
リ
棒
は
「
財
を
振
り
ま

く
」
と
も
言
わ
れ
、
も
み
合
い
が

激
し
け
れ
ば
、
財
が
振
り
ま
か
れ

縁
起
が
良
い
と
さ
れ
る
。

　
綱
は
午
後
９
時
ご
ろ
会
場
に
到

着
。
午
後
９
時
30
分
ご
ろ
、
綱
引

き
が
開
始
さ
れ
、
11
分
の
引
き
合

い
の
結
果
、
下
丁
が
勝
利
し
た
。

　
上
丁
が
勝
て
ば
「
米
が
豊
作
」、

下
丁
が
勝
て
ば
「
米
価
が
上
が

る
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
。

商
売
繁
盛
を
願
い
、
御
神
木
を
め
ぐ
る
激
し
い
争
奪
戦

奉納された舞。上から、五調
子舞、榊舞、鳥子舞。

これが御神木。御神木の争奪戦が開始。

激しければ激しいほど財が振りまかれる「ザイフリ棒」。 まちを二分した引き合い。

綱を引き市内を練り歩く。
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太
田
の
火
ま
つ
り

（
太
田
地
域
）

　
２
月
18
日
、
会
場
に
は
わ
ら
を

積
み
上
げ
た
高
さ
約
10
メ
ー
ト
ル

の
「
か
ま
く
ら
」
が
２
基
設
置
さ

れ
て
い
た
。

　
そ
の
周
り
で
、
仙
北
市
よ
り
も

歴
史
が
古
い
紙
風
船
42
個
が
大
空

に
舞
い
、
最
後
は
か
ま
く
ら
に
火

が
つ
け
ら
れ
天
筆
が
焼
か
れ
た
。

　
か
ま
く
ら
と
言
え
ば
、
雪
を
積

み
上
げ
た
雪
室
が
有
名
だ
が
、
こ

こ
で
は
わ
ら
を
積
み
上
げ
た
も
の

の
こ
と
を
言
う
。

　「
太
田
の
火
ま
つ
り
」
は
地
域
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
、

太
田
町
連
合
青
年
会
が
昭
和
57
年

伝
え
た
い
、
農
山
村
を
彩
る
小
正
月
の
伝
統
行
事

に
始
め
た
。
当
時
は
冬
場
の
出
稼

ぎ
者
が
多
く
、
活
気
を
失
い
が
ち

な
冬
の
寒
い
時
期
だ
っ
た
が
、
子

ど
も
た
ち
が
雪
国
の
よ
さ
を
見
直

し
、
地
域
の
伝
統
行
事
を
継
承
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　
地
域
の
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
、

生
活
に
彩
り
を
添
え
て
き
た
小
正

月
行
事
の
再
現
。
冬
を
彩
る
幻
想

的
な
行
事
に
は
、
豊
作
や
安
全
繁

栄
、
厄
払
い
な
ど
、
人
々
の
祈
り

や
願
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら

思
い
が
込
め
ら
れ
た
紙
風
船
や
天

筆
は
、
神
聖
な
火
に
よ
っ
て
空
高

く
へ
と
舞
い
上
が
っ
た
。

幻想的な紙風船上げ。その歴史は仙北市よりも古い。

「いい稲っこ育てよ」。昔ながらの雪中田植え。

似顔絵が描かれた紙風船。まつり最後の冬花火。

願いが書かれた天筆は空高く舞い上がった。

会場に２基設置されたかまくら。
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冬まつり大曲
（大曲地域）

　２月12日、大曲地域の丸子橋沿いで「冬まつり大曲」

が行われ、今年も鍋自慢コンテストや雪合戦など楽しい

企画で、参加者を楽しませた。

　また、ＪＲ大曲駅等が中心となり、４回目になる「雪

灯籠まつり」が行われた。

稲沢の雪祭り
（協和地域）

　２月12日、協和地域の稲沢地区・水沢温泉裏特設会

場で「稲沢の雪祭り」が行われた。

　多彩なイベントのほか、フィナーレ花火では７号玉の

大玉花火やワイドスターマインなどが打ち上げられ、冬

の夜空を彩った。

雪に足を取られながら、スノーフラッグ競技。 丸子橋橋上公園のイルミネーションと雪灯ろう。

雪合戦を楽しむ子どもたち。

イルミネーションやミニかまくらに灯がともされて。

フィナーレ花火の最後を飾ったワイドスターマイン。 スターマインや大玉の７号玉が打ち上げられました。

唐松太鼓もまつりを盛り上げました。

9
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「
五
穀
豊
穣
」「
無
病
息
災
」「
家
内
安
全
」

願
い
は
人
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
け
れ
ど

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
夢
や
願
い
を
育
て
よ
う
。

豊
か
な
自
然
と
先
人
の
教
え
が
息
づ
く
大
仙
市

春
は
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。

い
　
の
　
り

ね
　
が
　
い

め
　
ぐ
　
み

よ 

ろ 

こ 
び

祈
・
願
・
恵
・
喜
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　コミュニティ支援事業実践活動報告会として、地域

のために、環境整備や一人暮らし高齢者宅の除雪を

行った団体の活動報告を行います。地域のために何が

できるのか、あなたも一緒に考えてみませんか。

◆日時／３月10日（金）午後１時30分～

◆会場／太田文化プラザ（太田総合支所隣り）

◆講師／あゆかわのぼるさん（エッセイスト）

【問い合わせ】

太田総合支所地域振興課☎ 0187-88-1112まで

地域づくりについて考える

地域づくり実践活動報告会03

　市が発注する小規模修繕（修理が簡単で金額が130

万円以下のもの）の契約希望者を追加募集します。

　登録を希望する方は、本庁契約検査課、各総合支

所総務課に備え付けの申請書で申請ください。すで

に登録済みの方は、再申請の必要はありません。

◆対象／市内に主たる事務所または住所があり、市

の等級格付名簿に登載されていない事業者

◆登録できる修繕の種類／①土木一式②大工③左官

④電気設備（照明灯）⑤給排水衛生設備⑥板金⑦ガ

ラス⑧塗装⑨内装仕上げ⑩建具⑪畳

※登録を希望する修繕は、自ら施行できる業種とし

てください（一括下請負はできません）

◆申請方法／記載内容を説明できる方が持参

◆申請受付期間／３月20日（月）までの午前９時～

正午、午後１時～５時（土・日を除く）

◆提出書類／

①大仙市小規模修繕契約希望者登録申請書

②市町村税の納税証明書（直前１年分）

③希望する業種を履行するために必要な資格証、許

可証等の写し

④３カ月以内の商業登記簿謄本（法人）、３カ月以内

の住民票（個人）

◆審査結果／３月31日（金）までに通知します

◆有効期間／４月１日から平成19年３月31日まで

【問い合わせ・申し込み】

本庁契約検査課☎0187-63-1111（内線325）まで

契約希望者を追加募集します

小規模修繕の契約希望者登録05

　市では、実施している水質検査の計画や結果を

ホームページ（http://www.city.daisen.akita.jp/）で公
表しています。簡易水道に関する詳しい内容は、各

総合支所土木課水道班までお問い合わせください。

【問い合わせ】

各総合支所土木課水道班

水道局浄水班（金谷ポンプ場）☎0187-62-3011まで

水質検査は安全のために必要です

大仙市水質検査計画01
　都市計画下水道変更案の縦覧を行います。

　対象となる都市計画について意見がある場合は、

縦覧期間中に意見書を提出することができます。

◆縦覧対象／大曲都市計画下水道排水区域の拡大、

西仙北都市計画下水道下水管渠の廃止

◆縦覧期間／３月２日（木）から15日（水）までの午

前８時30分～午後５時15分（平日のみ）

◆会場／本庁都市計画課、西仙北総合支所土木課

【大曲都市計画に関する問い合わせ】

本庁都市計画課☎0187-63-1111（内線275）まで
【西仙北都市計画に関する問い合わせ】

西仙北総合支所土木課☎ 0187-75-2970まで

縦覧すること（自由に見ること）ができます

都市計画下水道変更案04

■講談で語る

男女共同参画
女もいきいき
男もいきいき

講師
たから い きん おう

講談師  宝井 琴桜 さん
（横手市出身）

　昭和50年女性初の真打ち昇進。各地の伝説や歴史上の女
性を創作講談として自作自演。特に現代の女性問題を楽し
く語る「山下さんちの物語シリーズ」に力を入れている。

◆日時／３月11日（土）午後１時～

◆会場／大曲中央公民館（大曲市民会館隣り）

◆入場料／無料

【問い合わせ】

本庁男女共同参画室☎0187-63-1111（内線323）まで

身近なところから語る

男女共同参画講演会02
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　放課後帰宅しても家に大人のいない児童のために、

遊んでくれたり世話をしてくれる、子育てに関心のあ

る60歳未満の方を募集します。

◆職種・定員／放課後児童クラブ指導員・６人

◆雇用条件／

賃金／65,000円（月額）

勤務時間／平日の午後１時～７時、土曜日の午

前７時30分～午後１時

勤務場所／大曲小学校、花館小学校、藤木小学校

◆申込み方法／履歴書に写真を貼り付け、提出して

ください。なお、教員免許、保育士資格、児童厚

生２級指導員資格をお持ちの方は、証明する書

類の写しを添付してください。

◆申込受付期限／３月10日（金）※当日まで必着。

◆採用予定／４月１日（土）から

【問い合わせ・申し込み】

本庁児童家庭課☎ 0187-63-1111（内線173）まで

放課後に児童の世話をしてくれる方

放課後児童クラブ指導員の募集06

　奨学生の申し込み受け付けを開始します。申

込願書、募集要項は大仙市教育委員会・教育委

員会各分室に備え付けてありますので、貸し付

けを希望される方は申込願書に必要事項を記入

し、受け付け期間内に提出してください。

◆対象／市内在住の方のお子さんで、高校生、

専門学校生、短大生、大学生の方（県・その

他奨学生制度該当者を除く）

◆貸付額／【高校】月額15,000円

【専門学校・短大・大学】月額40,000円

【入学一時金】100,000円（希望者）

◆定員／ 【高校生】10人

【専門学校・短大・大学】30人

◆申込受付期間／４月３日（月）から５月２日

（火）まで

※土・日曜日、祝日を除く

【問い合わせ・申し込み】

教育委員会各分室、教育委員会教育総務課

☎ 0187-63-1111（内線333）まで

ご利用ください

平成18年度大仙市奨学生

　市では、経済的な理由でお困りの保護者の方

へ学習に必要な費用を援助しています。お悩み

の方は、教育委員会学校教育課、教育委員会各

分室、お子さんが現在通学している学校にご相

談ください。

【問い合わせ】

教育委員会各分室、教育委員会学校教育課

☎ 0187-63-1111（内線340）まで

児童生徒が楽しく学習できるために

大仙市の就学援助

安心して学べるように

■３月の健康づくり教室

　インストラクター指導による教室で、開催日にはト

レーニングルームを利用することもできます。参加初

日に中仙市民会館窓口でチケットをお求めください。

【ダイエット教室】毎週水曜日午後２時～３時30分

【健康運動教室】毎週金曜日午後７時～８時30分

対象／高校生以上

会場／中仙市民会館（ドンパル）

参加費／2,500円

■個別指導講座

　運動メニューの作

成・指導を行っていま

す。個別指導を希望す

る方は、中仙市民会館

窓口で「個別指導券」

をお求めください。

個別指導券／

1,000円（月額）

【問い合わせ】

　中仙保健センター

　☎ 0187-56-7211まで

中仙市民会館で定期的な運動を

健康づくり教室と個別指導講座07

運動やトレーニン
グ機器に関するわ
からない事は、イ
ンストラクターが
指導します。
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　２月14日、韓国・釜山広域市教育庁のソル・ドングン教育

監ら６人と韓国大使館のイ・グァンヒョン首席教育監が大曲地

域の大川西根小学校を視察に訪れました。秋田県と釜山市は、

平成16年から教育交流を続けています。

　13日に秋田入りした一行は、２泊３日の日程で同校と横手

清陵学院の２校を訪問。児童全員による音楽活動など特色ある

教育活動に取り組んでいる同校を視察しました。

　「全校オーケストラで世界一周旅行へ」と題した全校音楽で

は、ウィーンはいつもウィーンやアフリカン・シンフォニー、

スパニッシュソング＆ダンス、日本を代表して浜辺の歌、韓国

のアリランなどを演奏。世界各国の音楽で訪問団を楽しませて

くれました。

　演奏を聴いたソル教育監は、「全校児童で音楽に取り組む姿

に感動しました。これからはみなさんの時代。音楽を通じて一

つになれるように、世界の人々が一つになり、互いに心通じ合

い、共に生きていくことが大切です。韓国で演奏できる機会が

あれば、ぜひ釜山の子どもたちにも聴かせてください」とあい

さつしました。

韓国・釜山広域市教育庁訪問団が視察

（よ　う　こ　そ）

オ・ソオ・シッ・シヨ 大川西根小学校

　２月５日、南外コミュニティセンターで、平成

18年南外地域合同歳祝いが開催されました。

　合同歳祝いは、昭和38年から続く南外地域の恒

例行事。南外地域出身で、今年厄年を迎える数え

年で男性42歳と女性33歳の方を対象に行われて

います。

　式典では厄年の息災無事を祈願する神事が行わ

れ、参列者は、人生の節目の訪れに気持ちを新た

にしていました。

南外地域平成18年合同歳祝い
節目の年に心新たに

厄年を迎えた男女27人が参列しました。

10

　今後の大仙市まちづくりの基本となる「大仙市

総合計画基本構想」の原案が、栗林市長の諮問を

受けた大仙市総合計画審議委員会（榊田進会長、委

員20人）により審議を受け、２月10日に榊田会

長から答申を受けました。

　市ではこの答申を受け、平成18年市議会第１回

定例会に議案として上程します。

　基本構想の策定は、昨年８月に市民アンケート

を実施するなど、みなさんの意見を取り入れなが

ら進められ、まちのあるべき姿を考えました。

　基本構想の内容については、今後の広報等でお

知らせします。

市総合計画審議委員会が答申
市民の代表から意見をいただく

榊田会長から答申書を受け取る栗林市長。
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「全校オーケストラで世界一周旅行」と題した
全校音楽を披露する大川西根小学校児童。音
楽レベルの高さに、訪問団からは絶賛の声が
聞かれました。（写真右・上）
韓国の代表的な手遊び「ポンダン・ポンダン」
子どもたちと遊ぶ訪問団。

約100人が参加した、２時間の講演会。

火災予防組合員のみなさんも初参加し、救急救命講習
を受講しました。

　２月５日、南外コミュニティセンターで、市消

防団南外支団普通救急救命講習が行われました。

　広域消防本部南外分署の協力のもと、南外地域

在住の消防団員を対象に毎年行っているもの。今

回は、消防団とともに地域防災の一翼を担ってい

る火災予防組合の組合員が初めて参加しました。

　参加者は、意識を失い心停止状態になった急病

人を人工呼吸と心臓マッサージで蘇生させる心肺

蘇生法を、等身大の人形を使って実践的に学習。

身近に起こりうる「万が一」に備え、署員の説明

に熱心に耳を傾けたり、質問したりしていました。

市消防団南外支団普通救急救命講習
万が一に備え「心肺蘇生法」

　２月17日、協和女性団体連絡協議会（今野シオ

子会長・会員1,383人）主催による講演会が、協和

市民センター「和ピア」で行われました。

　講演会には、詩人でエッセイストのあゆかわの

ぼるさんを招き「女性の役割と生き甲斐」をテー

マに、会員はじめ約100人が参加しました。

　あゆかわさん自らの体験談を交えながら、「自分

たちが取り組んでいる活動を広めるためには、情

報の提供や収集が大切で、地域のマスコミを上手

に利用することが大切。地域情報が行き来するこ

とで、地域が元気になる」とマスコミを利用した

情報発信の重要性について話しました。

　また、「生活感覚がある女性がどんどん発言し、

活動することで、住みやすい社会を作り、次世代

にバトンタッチしてほしい。男女共同参画社会に

向けた取り組みを、ここ協和地域から全市に広げ

ていってほしい」と参加者を激励してくれました。

　同協議会では、地域や社会における関わりや役

割について、女性の立場から年に数回の学習会を

開いています。

協和女性団体連絡協議会講演会
男女共同参画社会　広げよう協和から
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わ
せ
確

認
し
ま
し
た
。

（
大
曲
地
域
・
54
歳
女
性
）

【
広
報
担
当
】

　
会
場
を
掲
載
せ
ず
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
。

　
わ
ら
び
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
百
婆
」
は
３

月
17
日
、
18
日
の
両
日
、
中
仙
市
民
会
館
ド

ン
パ
ル
☎
０
１
８
７（
56
）７
２
０
０
で
行
わ

れ
ま
す
。

　
チ
ケ
ッ
ト
も
残
り
わ
ず
か
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
早
め
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
民
年
金
に
つ
い
て
、
よ
く
説
明
さ
れ
て

　
　
い
ま
し
た
。
私
た
ち
が
知
ら
な
い
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
広
報
で
教

え
て
く
だ
さ
い
。（

中
仙
地
域
・
68
歳
男
性
）

　
　
ュ
ー
ス
で
も
拝
見
し
て
い
ま
し
た
が
、

　
　
広
報
誌
で
あ
ら
た
め
て
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
感
動
し
ま
し
た
。
厳
し
い
冬
に
加

え
、
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
が
多
い
中
で
、

本
当
に
心
温
ま
り
ま
し
た
。

　
広
報
で
広
い
地
域
の
情
報
を
楽
し
み
に
拝

見
し
て
い
ま
す
。

（
西
仙
北
地
域
・
57
歳
女
性
）

南

国 毎

　
　
道
の
除
雪
も
大
事
で
す
が
、
い
か
に
歩

　
　
道
を
確
保
す
る
か
が
大
切
に
思
い
ま

す
。
車
を
運
転
し
て
い
て
危
険
に
感
じ
ま

す
。
よ
り
良
い
対
策
を
願
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
48
歳
男
性
）

　
　
置
か
ら
、
前
回
の
「
秋
田
ま
ご
こ
ろ
国

　
　
体
」
の
大
曲
地
域
の
小
史
が
出
て
き
ま

し
た
。

　
私
た
ち
の
両
親
も
き
っ
と
こ
の
中
の
ど
こ

か
に
写
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
う

と
、
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
な
つ

か
し
い
景
色
や
人
物
も
探
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

（
大
曲
地
域
・
女
性
）

　
　
し
い
家
に
引
っ
越
し
た
の
に
、
こ
の
雪

　
　
で
大
変
で
す
。
除
雪
車
が
来
る
に
も
時

間
が
か
か
り
、
ま
い
り
ま
し
た
。

（
協
和
地
域
・
47
歳
女
性
）

　
　
豪
雪
と
今
冬
の
積
雪
比
較
グ
ラ
フ
を
見

　
　
て
あ
ら
た
め
て
昭
和
48
年
の
降
り
続
い

た
連
日
の
大
雪
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

　
当
時
と
決
定
的
な
違
い
は
、
ホ
ー
ム
ポ
ン

プ
か
ら
上
水
道
に
、
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
か

ら
下
水
道
に
切
り
替
え
が
で
き
て
い
る
こ
と

で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
心
配
が
無
用
な
の
で
、
除
雪

に
専
念
し
て
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
68
歳
男
性
）

２
月
１
日
号
に
寄
せ
ら
れ
た
お
手
紙
か
ら

車物

大

ニ

48 新

「寒気にさらされうまみが増すのは何～だ？」
　取材に訪れたお宅の庭先に、色と

りどりのモノがぶら下がっていた。

それは赤や黄、緑などの「干しもち」

で、寒気にさらされていた。

　よく干せたもちは、手で簡単に割

れ、口に入れると淡白で、さくさく

としてうまい。干しもちは気軽に食

べられる大事な保存食であり、北国の寒さが作った独

特の産物でもある。「温故知新」私たちの生活には先人

が残した埋もれた財産がたくさんある。

広
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学校栄養士さんの
　　　レ・シ・ピ
学校栄養士さんの
　　　レ・シ・ピ Cooking 02

　
プ
リ
プ
リ
感
た
っ
ぷ
り 

畑
の
キ
ャ
ビ
ヤ

「
と
ん
ぶ
り
ふ
り
か
け
」

「
と
ん
ぶ
り
と
ろ
ろ
」

「とんぶりふりかけ」
材　料（５人分）
◆とんぶり/25ｇ◆大根みそ漬け/25ｇ◆ニンジン
/15ｇ◆高菜漬け/15ｇ◆ネギ/15ｇ◆めんつゆ/適量

作り方
① とんぶり以外の材料をみじん切りにする。
② ①にとんぶりを混ぜ合わせ、めんつゆで味を調
える。（塩加減を調整してください）

「とんぶりとろろ」
材　料（５人分）
◆とんぶり/25ｇ◆長イモ／75ｇ◆ホウレンソウ
/125ｇ◆ニンジン/60ｇ◆かつお節/5ｇ◆しょうゆ
/15ｇ◆めんつゆ/10ｇ◆砂糖/5ｇ

作り方
①長イモは千切り、ホウレンソウ、ニンジンはゆ
でて３cmに切る。

② 材料を全部一緒にあえる。

 太田地域を代表する特産物「と
んぶり」は、利尿効果があるな
ど漢方でも認められています。
味は淡泊で「畑のキャビヤ」「陸
のカズノコ」と呼ばれ、プリプ
リした歯ごたえが特徴。栄養的
には亜鉛を多く含み、味覚障害
に効果があります。

とんぶりふりかけ（写真前）と、
とんぶりとろろ

　
　
月
29
日
、
も
の
す
ご
く
天
気
が
よ
く
、

　
　
家
族
で
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
、「
春
の

に
お
い
が
す
る
!!
」
と
言
っ
た
ら
、「
そ
ん
な

に
お
い
あ
る
ん
だ
・
・
・
」
と
言
わ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
春
の
に
お
い
を
感
じ
る
の
は
私
だ
け
!?
雨

の
に
お
い
と
か
も
あ
り
ま
す
よ
ね
？

（
大
曲
地
域
・
22
歳
女
性
）

　
　
日
の
大
雪
と
の
格
闘
、
公
私
と
も
に
大

　
　
変
な
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん

の
こ
と
を
秋
田
市
の
方
々
に
声
を
大
き
く
し

て
教
え
て
あ
げ
た
い
気
持
ち
で
す
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
と
と
も
に
、
小
正
月

行
事
に
大
忙
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
西
仙
北
地
域
・
53
歳
女
性
）

　答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、広報誌の感想や市

への質問などをお書きの上、秘書広報課までお送りくださ

い。また、ハガキ以外でもファックス（0187-63-1119）、

Eメール（kouhou@city.daisen.akita.jp）でご応募ください。

払田柵の冬まつりで設置された
蝦夷ほたるの数は約何個でしょう？

①1,500 　②2,000　 ③2,500

３ 15

　
　
と
市
の
広
報
の
綴
じ
穴
の
違
い
に
つ
い

　
　
て
、
私
も
以
前
か
ら
感
じ
て
い
た
こ
と

な
の
で
、
よ
い
指
摘
だ
と
思
い
ま
す
。

　
40
万
世
帯
に
配
布
す
る
県
の
広
報
誌
を
変

え
る
の
は
大
変
な
の
で
、
市
が
柔
軟
に
対
応

し
他
市
町
村
に
先
が
け
て
、
新
年
度
か
ら
綴

じ
穴
を
変
え
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
大
曲
地
域
・
29
歳
男
性
）

【
広
報
担
当
】

　
綴
じ
穴
の
位
置
変
更
は
ペ
ー
ジ
レ
イ
ア
ウ

ト
と
も
密
接
に
関
係
す
る
た
め
、
次
回
の

ペ
ー
ジ
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
す
る
際
に
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
県
内
で
左
綴
じ
の
広
報
紙
は
、
秋

田
県
と
仙
北
市
の
２
つ
だ
け
で
、
横
書
き
を

基
本
に
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

県

連

　
　
日
雪
降
り
。
孫
が
住
ん
で
い
る
東
京
は

　
　
晴
天
と
か
。
秋
田
は
雪
が
多
く
、
そ
し

て
寒
い
。
孫
は
や
っ
ぱ
り
東
京
が
い
い
と
言

う
。（
少
子
化
）こ
の
天
候
に
も
原
因
が
あ
る

か
も
。
そ
れ
で
も
私
に
は
秋
田
が
い
い
。
や

が
て
す
ば
ら
し
い
春
が
訪
れ
ま
す
か
ら
。

（
神
岡
地
域
・
64
歳
女
性
）

　
　
事
予
定
に
「
第
６
回
冬
の
詩
情
in
合

　
　
貝
」
が
掲
載
さ
れ
ず
残
念
で
す
。
合
併

前
の
町
広
報
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
で

す
か
ら
。

（
協
和
地
域
・
62
歳
男
性
）

　
　
Ａ
職
員
、
市
職
員
の
み
な
さ
ん
の
ボ
ラ

　
　
ン
テ
ィ
ア
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

（
神
岡
地
域
・
22
歳
女
性
）

※「とんぶりふりかけ」は、
太田東小学の児童が考え
た料理です。漬け物がで
きるころに給食メニュー
に加えられます。

　とんぶりはいろんな食材
とのあえ物として利用で
きます。

１

Ｊ 連行
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65
歳
以
上
、
ま
た
は
40
歳
以
上
65
歳
未

満
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
に

は
、
３
月
下
旬
に
介
護
保
険
事
務
所
か
ら

新
し
い
被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

　
要
介
護
認
定
等
を
申
請
中
の
方
に
は
、

認
定
結
果
が
決
定
し
し
だ
い
、
結
果
通
知

と
被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

　
被
保
険
者
証
が
届
い
た
方
は
、
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
に
間
違
い
が
な

い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
間
違
い

を
見
つ
け
た
場
合
は
介
護
保
険
事
務
所
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
古
い
黄
色
の
被
保
険
者
証
は
、
各
市
町

村
の
介
護
保
険
担
当
窓
口
や
介
護
保
険
事

務
所
へ
返
却
す
る
か
、
ご
自
身
で
細
か
く

切
る
な
ど
し
て
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

新しい介護保険の被保険者証（見本）。
３月下旬に介護保険事務所から対象者へ送付します。

　
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
が
４
月
１
日

か
ら
新
し
く
な
り
、
色
も
黄
色
か
ら
水
色

に
変
わ
り
ま
す
。

■
新
し
い
被
保
険
者
証
の
送
付

■
届
い
た
被
保
険
者
証
の
確
認

■
古
い
被
保
険
者
証
の
処
分
方
法

【問い合わせ】

介護保険事務所認定審査班

☎ 0187-86-3912まで

４月１日から
介護保険の被保険者証が
変わります

介 護 保 険 事 務 所 か ら の お 知 ら せ
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
を

【
１
年
前
納
】（
１
年
分
支
払
）

　
１
年
分
を
ま
と
め
て
納
付
し
ま
す
。
納

付
書
に
よ
る
毎
月
納
付
よ
り
も
年
間
３
４

９
０
円
安
く
な
り
ま
す
。

【
半
年
前
納
】（
４
〜
９
月
・
10
〜
３
月
分
支
払
）

　
４
月
末
と
10
月
末
に
半
年
分
を
ま
と
め
て

納
付
し
ま
す
。
納
付
書
に
よ
る
毎
月
納
付
よ

り
も
年
間
１
８
８
０
円
安
く
な
り
ま
す
。

【
毎
月
納
付（
早
割
）】（
毎
月
末
支
払
）

　
毎
月
末
に
１
カ
月
分
を
納
付
し
ま
す
。

納
付
書
に
よ
る
毎
月
納
付
よ
り
も
年
間
６

０
０
円
安
く
な
り
ま
す
。

【
毎
月
納
付
】（
翌
月
末
支
払
）

　
毎
月
末
に
前
月
分
を
納
付
し
ま
す（
１
カ

月
遅
く
納
付
）。
割
り
引
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
、
社
会
保

険
事
務
所
ま
た
は
各
金
融
機
関
窓
口
に
備

え
付
け
の
「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替

納
付
申
出
書
」
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
書
に
は
引
き
落
し
を
希
望
す
る
口

座
の
金
融
機
関
届
出
印
を
押
印
し
、
社
会

保
険
事
務
所
ま
た
は
金
融
機
関
ま
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
前
納
に
よ
る
口
座
振
替
を
希
望
す
る
方

は
、
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
各
銀
行
、
信
用
金
庫
、
郵
便
局
、
Ｊ
Ａ

秋
田
農
業
協
同
組
合
、
労
働
金
庫
、
信
用

組
合

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

大
曲
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
１
８
７（
63
）２
２
９
５
ま
で

　
口
座
振
替
に
よ
る
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
４
種
類
の
方
法
が
あ
り
、

納
付
書
で
保
険
料
を
納
め
る
よ
り
も
保
険
料
が
安
く
な
り
ま
す
。

（
種
類
に
よ
っ
て
安
く
な
ら
な
い
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。）

平
成
18
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
１
カ
月
１
万
３
８
６
０
円

■
口
座
振
替
の
手
続
き

■
口
座
振
替
の
種
類

■
口
座
振
替
の
で
き
る
金
融
機
関



企画展
■魅惑のアマリリス展

　八重、一重、小輪、大輪などの園芸

種のほか、原種系などのめずらしい

アマリリスの展示。

期間／３月５日（日）まで

■春蘭花物展

　秋田愛蘭会による可憐な花模様を

一足早く紹介。

期間／３月３日（金）から５日（日）まで

■フォトコンクール作品展

　第14回フォトコンクール応募者全

員の農村、農作業風景等の写真を展示。

期間／３月14日（火）から26日（日）まで

※成分献血は採血終了まで１時間程かかるため、
協力者をお待たせしないよう予約制をとってい
ます。成分献血に協力いただける方は健康増進
課までお申し込みください。

３
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ホームステイ受け入れ家族を募集しています
「ホストファミリー」
　海外から来る学校教師を受け入

れ、ホームステイさせてくれる家

族を募集します。受け入れる人数

は１家族あたり１人から２人です。

詳しくはお問い合わせください。

◆滞在期間／６月30日（金）から

７月２日（日）まで

◆申込受付期限／３月24日（金）

【問い合わせ・申し込み】

秋田県国際交流会内協和国際交流協会☎018-864-1181まで

木のぬくもりをあなたの家に
秋田スギ内装材プレゼント
　乾燥秋田スギを70パーセント

以上使用し、家を新築、全面改築

する方に秋田スギ内装材をプレゼ

ントします。

　詳しい内容についてはお問い合

わせください。

◆内装材の数量／１戸当たりの内

装材は、金額で216,000円分（税

込み）を上限とします。

◆予定戸数／40戸

※予定戸数になりしだい締め切り

ます。

◆申込受付期限／３月22日（水）

【問い合わせ・申し込み】

あきた県産材利用センター

☎ 018-837-8095まで

受講生を募集します
若年者就職促進訓練
　資格の取得と実践技術の習得

を目指す無料の職業訓練です。

◆対象／35 歳以下の求職者で、

管轄する公共職業安定所長の指

示・推薦を受けることができる方

◆コース／情報ビジネス、情報事

務、ビジネスプレゼン、医療事務、

介護サービス、建築CAD、建築・

機械CAD

【問い合わせ・申し込み】

各ハローワーク

雇用・能力開発機構秋田センター

☎ 018-836-3187まで

労働者を守るための国家資格
労働基準監督官採用試験
　労働基準監督官の採用試験を

行います。詳しい申し込み方法に

ついてはお問い合わせください。

◆受験資格／

①昭和52年４月２日から昭和60

年４月１日までに生まれた方

②昭和60年４月２日以降に生まれ

大学を卒業した方、または平成19

年３月までに卒業見込みか同等の

資格があると認められた方

◆一次試験日時／６月11日（日）

午前８時45分～

◆試験会場／秋田大学（予定）

◆申込書請求先／全国の労働局、

労働基準監督署、職業安定所、人

事院地方事務局

◆申込受付期間／４月３日（月）か

ら14日（金）まで

【問い合わせ・申し込み】

秋田労働局総務課人事係

☎ 018-862-6681まで

もう一度働きたい
再就職希望登録者支援事業
　登録者は、再就職のための情報

や、再就職に関するセミナーなど

を受けることができます。

　詳しくはホームページ（http://

www.jiwe.or.jp）または、お問い合

わせください。

◆対象／妊娠、出産、育児、介護

のために仕事をやめた方で、退職

前に雇用保険被保険者であった方

※登録者の再就職先をあっせん

する事業ではありません。

【問い合わせ】

21世紀職業財団秋田事務所

☎ 018-866-2100まで

試験を実施します「国家公務員採用試験」

国家公務員採用試験を実施します。

申込書の請求や受験に関する内容については人事院ホームページ

（http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm）または、お問い合わせください。

【問い合わせ】

人事院東北事務局第二課☎ 022-221-2022まで

もう一度働きたい方を応援します。

臨時職員を募集しています

あなたも国際交流を楽しんでみませんか 。

　太田公民館（太田庁舎隣り）では、週３回程度（１日６時間）働いてくれる臨時の職員を募集します。

希望する方は履歴書（写真貼り付け）を太田総合支所市民課まで提出してください。

◆職種・定員／放課後児童クラブ指導員・６人 ◆応募資格・賃金／60歳以下の方・時給750円

◆申込受付期限／３月10日（金） ◆採用予定／４月１日（土）から（１年間）

【問い合わせ・申し込み】

太田総合支所市民課☎ 0187-88-1114まで
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25周年記念公演を行います
太田地域の東今泉八幡太鼓
　東今泉八幡太鼓が結成25周年

を迎え、無料の太鼓イベントを行

います。ぜひお越しください。

◆日時／３月19日（日）午前11時～

◆会場／太田文化プラザ（太田庁

舎隣り）

【問い合わせ】

東今泉八幡太鼓 大信田さん

☎ 0187-89-1998まで

美術鑑賞はいかがですか
秋田県立近代美術館の展覧会
■きえるかたち＆ゆがむかたち

　抽象的な作品の美しさを感じ

てください。

期間／４月２日（日）まで

■平福穂庵展

　秋田を代表する日本画家平福

穂庵の作品展です。

期間／４月23日（日）まで

◆時間／午前９時30分～午後５

時（入館は午後４時30分まで）

◆会場／秋田県立近代美術館（横手市）

◆入場料／一般400円、学生300

円、小・中学生200円

【問い合わせ】

秋田県立近代美術館

☎ 0182-33-8855まで

夢のある地域社会をめざして
元気が出る講演会
　おもに高校２年生を対象とし

た、地域づくりを考える講演会で

す。

　保護者の方も参加することが

できます。

◆日時／３月18日（土）午後１時

30分～

◆会場／大曲プラザたつみ（大曲通町）

◆申込受付期限／３月10日（金）

【問い合わせ・申し込み】

仙北地域振興局企画福祉課

☎ 0187-63-5355まで

身近な環境問題から学ぶ
あきたの環境を考える集い
　地球環境を考える講演会を行

うほか、県が実施している「環境

あきた県民塾」などを紹介する無

料のイベントです。

◆日時／３月18日（土）午後１時

30分～４時

◆会場／秋田市文化会館小ホール

◆定員／400人

◆講師／淑徳大学教授 北野  大さん

◆演題／地球環境を救う新しい

ライフスタイルへ

【問い合わせ】

秋田県環境あきた創造課

☎ 018-860-1574まで

お気軽に相談ください
相続や土地家屋の無料相談
　相談には申し込みが必要で、相

談時間は１人30分以内です。

◆日時／３月24日（金）午前10時

～午後３時

◆会場／社会福祉協議会（大曲地

域笑の口市営住宅１階）

【問い合わせ・申し込み】

大仙市社会福祉協議会

☎ 0187-63-0277まで

払い戻し等を行っています
ハイウェイカードの廃止
　高速道路のハイウェイカードが

廃止されます。現在、各窓口で残

数についての払い戻し、ETCへの

付け替えを行っています。５万円

以下の場合は現金による払い戻し

も行います。詳しくはホームペー

ジ（http://www.nexco.ne.jp）また

は、お問い合わせください。

◆利用停止日／４月１日（土）午前

０時～

◆払戻受付場所／各料金所事務室

の窓口

【問い合わせ】

東日本高速道路株式会社

☎ 022-227-8884まで

福祉に関する相談に応じます
秋田県福祉相談センター
　福祉や心の健康についての相談

を電話やファックス、メール

（fukushi@pref.akita.lg.jp）で受け付

けています。

◆相談日時／【平日】午前８時30

分～午後７時【土・日曜日、祝日】

午前10時～午後６時30分

◆会場／明徳館ビル１階（秋田市）

【問い合わせ・相談】

秋田県福祉相談センター

☎ 018-831-2940まで
ファックス018-831-2306まで

■特別講演

「地球環境を救う

新しいライフスタイルへ」

きた の まさる

北野 大 さん

しゅくとく

淑徳大学教授

（東京都出身）

講師

稲沢の雪祭りでも太鼓を披露。当日は１
時間程度の公演を予定しています。

きえるかたち
&

ゆがむかたち

写真左／川村千代三「南風」（1959年）と
伊藤博次「空と海と砂と…V」（1985年）。
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　人　口　95,517 人（－ 95）

　　　男　45,343 人（－ 59）

　　　女　50,174 人（－ 36）

　世帯数　30,426世帯（－ ４）

（１/31現在）
「
ジ
ョ
ヤ
ー
サ
ノ
」
一
丸
と
な
っ
て
綱
を
引
き
あ
う
刈

和
野
の
大
綱
引
き
。
初
め
て
目
に
し
た
迫
力
に
興
奮

が
収
ま
ら
な
い
。
そ
ん
な
取
材
の
帰
り
道
、
路
肩
に
落

ち
て
い
る
１
台
の
車
を
発
見
し
た
。
手
伝
っ
て
あ
げ

た
い
が
…
。
運
が
悪
い
事
に
私
の
車
に
は
ガ
ソ
リ
ン

が
無
く
、
い
つ
止
ま
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
。
携

帯
電
話
の
電
池
も
切
れ
、
止
ま
っ
た
ら
誰
か
に
連
絡

す
る
事
も
難
し
い
。
申
し
訳
な
い
が
素
通
り
さ
せ
て

も
ら
お
う
▼
横
切
ろ
う
と
し
た
瞬
間
、
一
人
で
懸
命

に
雪
を
か
き
出
し
て
い
る
お
や
じ
さ
ん
の
姿
が
見
え

た
。
私
の
車
が
ガ
ス
欠
で
止
ま
っ
た
ら
誰
か
助
け
て

く
れ
る
だ
ろ
う
か
…
。
お
や
じ
さ
ん
と
自
分
が
重
な

る
。「
手
伝
お
う
」
▼
意
を
決
し
た
も
の
の
車
は
小
型

の
ト
ラ
ッ
ク
。
２
人
で
は
ビ
ク
と
も
し
な
い
。
途
方
に

暮
れ
て
い
る
と
車
が
止
ま
っ
て
く
れ
、
人
数
は
６
人

に
。「
せ
ー
の
」
少
し
車
が
動
く
、
よ
う
や
く
光
が
見

え
て
き
た
▼
幸
い
な
事
に
、
止
ま
っ
て
く
れ
た
人
は

家
が
近
所
で
家
族
ま
で
呼
ん
で
く
れ
、
車
は
脱
出
に

成
功
▼
雪
国
で
は
よ
く
あ
る
事
だ
が
、
大
綱
引
き
を

見
た
後
だ
か
ら
だ
ろ
う
か
、
見
ず
知
ら
ず
の
人
が
集

ま
り
一
台
の
車
を
引
っ
ぱ
り
あ
げ
た
事
に
、
何
と
も

言
え
な
い
一
体
感
を
感
じ
た
出
来
事
だ
っ
た
。
（
朋
）

日時／３月18日（土）午後６時20分～
会場／大曲ファミリースキー場

【問い合わせ】
大曲花火倶楽部☎ 0187-62-6887まで

 新作花火コレクション2006

空気が澄んでいるこの季節
全国で一番早い花火競技大会を楽しみませんか

　日本煙火協会青年部に所属する若手花火師を招待し、

４号玉10発、５号玉５発の少ない打ち上げ数でテーマ

を表現し、美しさを競い合います。

　全国で１番最初に開催される花火競技大会で、その年

の花火の流行・技術をいち早く楽しむことができます。

　この季節は１年で一番空気が澄んでいることから、

花火がもつ本来の色の鮮やかさ、迫力ある音を五感で

堪能することができる競技大会です。

　新作花火コレクションは平成４年から開催されている花火競技大会

で、今年で15回目を迎えます。この競技大会は花火師たちとの交流や

技術の向上を地域の活性化につなげようと始められました。




